
立地適正化計画制度について

資料２



都市計画制度の全体像

出典：R7.4.11国土交通省説明資料
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（参考）出雲都市計画区域



都市計画の種類と内容（地域地区）

出典：R7.4.11国土交通省説明資料
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（参考）出雲市内の用途地域



コンパクト・プラス・ネットワークと立地適正化計画
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人口減少や高齢化が進む中で、地域の活力を維持し、医療・福祉、商業などの生活機能を確保
するために、地域公共交通と連携してコンパクトなまちづくりを進める考え方。
医療・福祉施設や商業施設等が集約された拠点同士が利便性の高い公共交通で結ばれた、高齢
者や子育て世代が安心・快適に生活できる環境を整えることなどがねらい。

コンパクト・プラス・ネットワークとは

都市計画マスタープランに目標として掲げるコンパクトなまちづくりを実現化するための具体
的な施策を示すもの。
居住機能や医療・福祉、商業、公共交通等の都市機能の集約を図るエリアを定め、ここに新た
な開発や建築を誘導することでコンパクトシティ（コンパクト・プラス・ネットワーク）の実
現を図る。
拠点とする誘導区域において人口密度の維持を図る一方で、郊外部や農村部においてもそれぞ
れの地域特性に応じた居住環境を維持することを目指す。

立地適正化計画とは

都市が抱える課題

都市の生活を支える機能の低下
　医療・福祉、商業等の機能維持が困難　等
地域経済の衰退

　中心市街地の衰退、空き店舗の増加　等
厳しい財政状況

　インフラの老朽化への対応　等
都市部での災害発生

 頻発化・激甚化する災害への対応

コンパクト・プラス・ネットワークの効果の例

生活利便性の維持・向上等
　生活サービス機能の維持・アクセス確保による利便性向上　

地域経済の活性化
　サービス産業の生産性向上、消費拡大

行政コストの削減等
　行政サービス、インフラの維持管理の効率化

居住地の安全性強化
 災害リスクを踏まえた居住誘導、対策の実施

コンパクトシティ
＋

ネットワーク



立地適正化計画に対するよくある誤解

出典：R6.6.14国土交通省説明資料 7



立地適正化計画の主な記載事項
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人口や土地利用の状況、法規制等から、居住の誘導を図る区域を定める。
災害リスクの高い区域等は誘導区域から除外する。

居住誘導区域

人口や都市機能の集積状況、法規制等から、都市機能を誘導する区域を定める。
都市機能誘導区域に集積が必要な施設を設定する。（行政、医療・福祉、商業施設等）

都市機能誘導区域、誘導施設

災害リスクを抽出し、都市防災のためのハード、ソフト両面の取組を定める。
誘導区域の設定や災害リスク回避のための施策に反映する。

防災指針

居住誘導や都市機能の誘導を図るための具体的な施策を定める。
　（遊休公有地の利活用、子育て世代の住宅取得支援、市営住宅のバリアフリー化、空き家対策など）

誘導施策



居住・都市機能の誘導方策
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次の場合は、市に届出が必要となる。
① 居住誘導区域外において、一定規模以上（３戸or1,000㎡）の開発行為を行う場合。
② 都市機能誘導区域外において、誘導施設を建築等しようとする場合。
③ 都市機能誘導区域内において、誘導施設を休止又は廃止する場合。

市は、届出した者に対して立地適正化を図るうえで必要な勧告が可能。

届出・勧告制度

立地適正化計画を作成・公表することを条件とした国の財政・金融支援制度の活用が可能
　　　例：道路、公園、河川、下水道等の公共公益施設の整備に対する財政支援
　　　　　居住誘導区域内に移住する際に、住宅を取得する場合の金融支援

国の支援策の活用

届出・勧告制度や国の財政・金融支援の活用により、居住や都市機能を緩やかに誘導

立地適正化計画の区域
（都市計画区域内に定める）

①

都市機能誘導区域
居住誘導区域

② ③②



出雲市都市計画マスタープランにおける将来都市構造図

既に都市機能等が集積している土地利用の核となる場所を拠点と位置付け、それらを都市の骨格
（軸）でつなぐことでコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりを推進。

■将来都市構造図
拠点 役割

中核都市拠点
広域的な都市拠点として、高次都市機能が集積し、
発展の中核となる市街地。 

地域都市拠点
中核都市拠点に次ぐ拠点として、都市機能がコン
パクトに集積し、地域の発展を支える市街地。

地域生活拠点
市民の生活を支える拠点として、地域特性を生か
した都市づくりを進める場所。

観光交流拠点
観光都市づくりの核となり、豊かな自然環境、歴
史的・文化的な特性に触れることができる場所。

工業拠点
工業集積地として、進出企業の誘致、生産・流通
機能の強化や操業環境の維持を図る場所。

健康交流拠点
スポーツ・交流、防災機能や健康増進・福祉の向
上を図る場所。

骨格（軸） 役割

広域連携軸 周辺都市との広域的な連携を担い、本市の発展
を支える軸。

都市間連携軸 本市の主要な拠点となる場所を連携し、地域の
発展や市民の日常生活を支える軸。

地域間連携軸 都市間連携軸と各拠点を連携し、市民の日常生
活を支える軸。

グリーンインフラ軸 良好な河川景観を保全するとともに、水とふれ
あえる親水空間の創出による、生活のうるおい
や人々の憩い・交流を促す軸。 10


